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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月15日(2013.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癌を有する哺乳動物対象が第１の群に属するか、または第２の群に属するかを決定する
方法であって、第１の群の対象が第２の群の対象よりも白金に基づく治療によく応答し、
　ａ）該対象から事前に得られた試料の少なくとも一部に存在するＲＢＭ３タンパク質ま
たはＲＢＭ３ｍＲＮＡの量を評価し、該量に対応する試料値を決定する工程、
　ｂ）工程ａ）で得られた試料値を参照値と比較する工程、
　該試料値が参照値よりも高い場合は、
　ｃ１）該対象が第１の群に属すると結論づけ、
　該試料値が参照値と等しいか、または参照値よりも低い場合は、
　ｃ２）該対象が第２の群に属すると結論づける工程
を含む方法。
【請求項２】
　癌を有する哺乳動物対象の白金に基づく治療の強度のレベルを決定する方法であって、
　ａ）該対象から事前に得られた試料の少なくとも一部に存在するＲＢＭ３タンパク質ま
たはＲＢＭ３ｍＲＮＡの量を評価し、該量に対応する試料値を決定する工程、
　ｂ）工程ａ）で得られた試料値を参照値と比較する工程、
　該試料値が参照値よりも高い場合は、
　ｃ１）該対象が第１の強度の白金に基づく治療を施されるべきであると結論づけ、
　該試料値が参照値と等しいか、または参照値よりも低い場合は、
　ｃ２）該対象が第２の強度の白金に基づく治療を施されるべきであると結論づけ、ここ
に、該第２の強度は該第１の強度よりも高い、工程
を含む方法。
【請求項３】
　癌が精巣癌、卵巣癌、肺癌、膀胱癌、結腸直腸癌、子宮頸癌、乳癌および頭頸部癌から
選択される、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　白金に基づく治療がカルボプラチン、パラプラチン、オキサリプラチン、サトラプラチ
ン、ピコプラチンおよびシスプラチン治療から選択される、請求項１～３のいずれか１項
記載の方法。
【請求項５】
　試料が対象由来の腫瘍細胞を含む、請求項１～４のいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　工程ａ）が、
　ａＩ）試料に、評価されるべきＲＢＭ３タンパク質との選択的相互作用が可能な定量化
できるアフィニティーリガンドを添加し、該添加を該試料中に存在するＲＢＭ３タンパク
質に対する該アフィニティーリガンドの結合を可能にする条件下で実施し、
　ａＩＩ）該試料に結合したアフィニティーリガンドを定量化して量を評価する
ことを含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　ａ）ＰＢＭ３タンパク質との選択的相互作用が可能な定量化できるアフィニティーリガ
ンド、および
　ｂ）該定量化できるアフィニティーリガンドの量を定量化するために必要な試薬
を含む、請求項１～６のいずれか１項記載の方法を実施するためのキット。
【請求項８】
　２０アミノ酸以下からなり、かつ、配列番号８、１６および１７から選択されるアミノ
酸配列を含む、ＲＢＭ３タンパク質フラグメント。
【請求項９】
　癌を有する哺乳動物対象の白金に基づく治療のための治療予測マーカーとしての、ＲＢ
Ｍ３タンパク質またはＲＢＭ３ｍＲＮＡ分子のイン・ビトロでの使用。
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【請求項１０】
　アミノ酸配列が配列番号５からなるペプチド、または２０アミノ酸以下からなり、かつ
、配列番号８、１６および１７から選択されるアミノ酸配列を含むＲＢＭ３フラグメント
と選択的相互作用が可能な、アフィニティーリガンド。
【請求項１１】
　癌を有する哺乳動物対象の白金に基づく治療のための治療予測剤としてのＲＢＭ３タン
パク質との選択的相互作用が可能なアフィニティーリガンドのイン・ビトロでの使用。
【請求項１２】
　癌を有する哺乳動物対象の白金に基づく治療のための治療予測剤の製造における、ＲＢ
Ｍ３タンパク質との選択的相互作用が可能なアフィニティーリガンドの使用。
【請求項１３】
　癌を有する哺乳動物対象の治療における使用のための白金に基づく治療剤であって、該
対象が高ＲＢＭ３タンパク質または高ＲＢＭ３ｍＲＮＡである、剤。
【請求項１４】
　癌を有する哺乳動物対象の治療のための医薬の製造における白金に基づく治療剤の使用
であって、該対象が高ＲＢＭ３タンパク質または高ＲＢＭ３ｍＲＮＡである、使用。
【請求項１５】
　ＲＢＭ３タンパク質との選択的相互作用が可能なアフィニティーリガンドを含む、白金
に基づく治療に対する応答を予測するための診断組成物。
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